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がんの罹患率

　日本人が生涯でがんにかかる確率は、男性
58％、女性43％といわれています＜2008（平
成20）年統計＞。男女とも、おおむね2人に1
人がかかる勘定です。部位別のがん死亡率は
以下のとおりです。

がん対策基本法が
2007（平成19）年に施行
ポイントは、
❶がんの予防および早期発見の推進
❷がん医療の均てん化（どこでも同じ水準の
医療を受けられること）の
促進

❸療養生活の質の維持向上
　の3つです。

がんの原因 ～米国のデータでは～

●喫煙 → 30％
●食事・肥満 → 30％
●そのほか（がんの家族歴など）→ 40％

がんの治療と保険適用 

がん医療の理想と現実のギャップ

＊理 想＊
●苦痛なく穏やかに過ごせる
●家族が対処できる
●自分でコントロールできる
●希望する場所で暮らす
＊現 実＊
●痛みと苦痛がある
●家族の負担になる
●自分でコントロールできなくなる
●希望しない場所で死を迎える
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がんの治療

集学的治療

保険適用

保険適用外

健康食品

化学療法 手　術

その他
免疫療法 抗体療法

がんの疫学

部位別がん死亡数　２０１１年

食道10,141

食道1,829

大腸20,882 肝臓10,903 子宮6,075
悪性リンパ腫4,592

白血病3,381

胆のう・胆管9,300 甲状腺1,091
直腸5,301 子宮頸部2,737

子宮体部2,034
卵巣4,705

男

女

直腸9,393 胆のう・胆管8,886 前立腺10,823 白血病4,775
悪性リンパ腫5,798

甲状腺546大腸24,862

胃32,785

胃
17,045

結腸
15,581

膵臓
14,004

乳房
12,731

肺
19,511

その他
18,066

結腸
15,469

肝臓
20,972

肺
50,782

その他
27,995

膵臓
14,825

資料：独立行政法人国立がん研究センター がん対策情報センター
Source: Center for Cancer Control and in formation Services, National Cancer Center, Japan
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Volume 1: Causes of Human Cancer, Cancer Causes Control 1996 ;7:S3-S59.
資料：Harvard Center for Cancer Prevention: Harvard Report on Cancer Prevention, 
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このギャップを埋めるのが緩和ケアです。
　「がんと闘う」時代から、「がんと共に生き働
く」時代になったわけです。ちなみに、全がん
の5年相対生存率は、56.9％（2000年～2002
年）です。

がんと共に生きる
～がんサバイバーシップとは～
　Survivorshipの語源は生存権（法律用語）
ですが、一般的な意味ではSurvivor（生存
者、生き残り）＋Ship（状態、身分）で、サ
バイバーシップの概念は「がんと共存し、克
服し、それと共に生き抜いていくという経験
であり、生きるためのプロセスである」と要
約できます。

がんの告知を受けると、
患者さまもご家族も、不安や心配
など、心身の疲労にさらされる

 

がん告知を受ければ、
誰でも落ち込む
　病名告知や再発、病状進行などがあれば、
誰でも大きなストレスにさらされ、落ち込み
ます。しかし人間には回復する力があり、通
常は2～3週間たつと日常生活に支障のない範
囲まで立ち直る人が多いです。いつまでも落
ち込みから立ち直れない場合は、誰かに話し
たり、心理の専門家のカウンセリングを受け
たりすると良いでしょう。

つらい症状を緩和するには

　「身体のつらさを和らげる」ことと同時に
「心のつらさを和らげる」必要があります。
落ち込みから立ち直るための心得には、以下
のようなものがあります。

※突然胸が苦しくなる、息苦しくなる、吐き気がする、めまいや動悸におそわれる、
　といった体の発作的な変調も、不安の症状として起こることがあります。

心配事が頭から
離れない

怒りっぽい
いらいらする

集中できない

いつも緊張していて
リラックスできない

考えたくないのに
嫌な事を考えてしまう

冷や汗がひどい

眠れない

そわそわして
気持ちが落ち着かない

不安不安

気持ちが落ち込む

眠れない

物事が
決められない

だるい
疲れやすい

何をしても
楽しめない

集中できない
やる気がでない

食欲がでない

自分を責めて
しまう

生きるのが
面倒になる

落ち込み落ち込み



❶過去に、自分にとって役に立った対処方法
を思い出して、実践する
❷身近な家族や友人に気持ちを打ち明ける
❸正しい情報を集める
❹それぞれの問題に優先順位をつける
❺自分を責めない
❻断る勇気をもつ
❼リラックスできるように工夫する
❽患者会、患者サロンやサポートグループに
参加する

❾心のケアの専門家に相談する

3つの「はなす」も大切
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質 疑 応 答 から

がん患者を支えるための家族の
心得は？

患者さまが「痛い」とか「つらい」
ともらしたとき、ご家族はまず「痛
いんだね」「つらいんだね」と受け
止めてあげてください。ついつい、
「大丈夫」と励ましてしまいがちで
すが、患者さまの痛みやつらさを受
け入れることが何より大事です。

が
心

患

Q
A

お医者さんに「余命宣告」を求め
ることの是非は？

医師に「余命はどのくらいでしょう
か」と聞くことはかまわないと思い
ます。ただ、人間の命とは本当に分
からないことばかりです。平均的に
言われる「あと何カ月」と個々人の
余命は違うことを覚えておいてくだ
さい。　

お
る

医

Q
A

　がんであっても、自分らしく生きること
は可能です。そのためには、「変容」も必
要でしょう。自分の力で自分は変わりま
す。話をすることで、新しい自分に気付く
かもしれません。待っていても何も変わり
ません。まず一歩を踏み出す勇気を！
　自分を信じて、今日を、明日を生きま
しょう！

落ち込みから立ち直るための 心得

患者さまが、自身の困難や思
いを話す。それを誰かが傾聴
する。話す

患者さまが、自身の状況を自分
から離し、客観視する。そのた
めの社会的サポートを行う。離す

患者さまが、困難から自分を
放す。（解放する）

話すことと、聴くことにより、 
　→　→　 へ相互変容が起
こります。

放す
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